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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年９月期第１四半期 7,424 9.5 △424 － △283 － △177 －

2024年９月期第１四半期 6,781 △16.0 △259 － △251 － △189 －

（注）包括利益 2025年９月期第１四半期 141百万円（－％） 2024年９月期第１四半期 △247百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年９月期第１四半期 △43.30 －

2024年９月期第１四半期 △44.05 －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2025年９月期第１四半期 37,442 19,566 51.8

2024年９月期 38,706 19,830 50.8

（参考）自己資本 2025年９月期第１四半期 19,400百万円 2024年９月期 19,671百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年９月期 － － － 75.00 75.00

2025年９月期 －

2025年９月期（予想） － － 75.00 75.00

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第２四半期（累計） 18,000 2.2 100 △62.1 100 △60.5 60 △57.4 14.53

通期 41,000 2.5 1,200 2.7 1,200 8.1 700 17.2 169.55

１．2025年９月期第１四半期の連結業績（2024年10月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年９月期の連結業績予想（2024年10月１日～2025年９月30日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年９月期１Ｑ 5,029,332株 2024年９月期 5,029,332株

②  期末自己株式数 2025年９月期１Ｑ 945,535株 2024年９月期 900,717株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年９月期１Ｑ 4,097,214株 2024年９月期１Ｑ 4,297,810株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：無

新規  －社  （社名）－、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（四半期連結財

務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項（会計方針の変

更）」をご覧ください。

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づ

いており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．経営成績等の概況　（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧くださ

い。



１．経営成績等の概況 ……………………………………………………………………………………………………… ２

（１）当四半期の経営成績の概況 ……………………………………………………………………………………… ２

（２）当四半期の財政状態の概況 ……………………………………………………………………………………… ２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 ……………………………………………………………… ３

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 …………………………………………………………………………………… ４

（１）四半期連結貸借対照表 …………………………………………………………………………………………… ４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 ……………………………………………………… ６

四半期連結損益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ６

四半期連結包括利益計算書

第１四半期連結累計期間 ……………………………………………………………………………………… ７

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ………………………………………………………………………… ８

（継続企業の前提に関する注記） ………………………………………………………………………………… ８

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ………………………………………………………… ８

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） ……………………………………………………… ８

（会計方針の変更） ………………………………………………………………………………………………… ８

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記） ……………………………………………………… ８

（セグメント情報等の注記） ……………………………………………………………………………………… ９

○添付資料の目次

- 1 -

(株)丸山製作所(6316)　2025年９月期　第１四半期決算短信



１．経営成績等の概況

（１）当四半期の経営成績の概況

　当第１四半期連結累計期間における国内経済は、雇用・所得環境の改善などによる個人消費の持ち直しやインバ

ウンド需要の拡大などにより、緩やかな景気回復が見られました。一方で、地政学的緊張の長期化による資源・エ

ネルギー価格の高騰、各国での金融政策の影響、不安定な為替相場の変動や物価上昇など、依然として先行き不透

明な状況が続いております。

　当社グループが主力とする農林業用機械業界におきましては、農業資材費及び原材料費の高騰に伴い、機械の出

荷・生産実績が国内・輸出向けともに前年同四半期より減少いたしました。

　このような状況の中、当社グループは、国内では創業１３０周年を記念したキャンペーンを実施し、全国で対象

製品を中心に積極的な営業活動を展開してまいりました。また、昨年の米卸売価格の高騰を受け、テックシャワー

やウルトラポンプをはじめとするウルトラファインバブル製品及び玄米保冷庫などの米関連商材の需要が高まり、

積極的な拡販に取り組みました。さらに、ハイクリブームやステレオスプレーヤの購入時に付帯する搭乗中傷害保

険の無償期間を延長するとともに、ステレオスプレーヤの転落・転倒事故防止のための折畳み式防護フレームを発

売するなど、お客様により安心して製品をご利用いただけるよう、安全対策の強化に取り組んでまいりました。海

外では、当社グループの強みである大型防除機などの農林業用機械の販売について、韓国を中心に市場の安定確保

に努めるとともに、米国市場への導入可能性を調査し、新たな販路開拓に向けた取り組みを進めました。主力製品

である刈払機については、タイ国市場に最適な新機種の投入を継続し、販促活動を強化しました。また、アジア市

場での新たな販路拡大に向け、ウルトラファインバブル発生ユニットの各種トライアルを積極的に取り組みまし

た。

　これらの結果、国内におきましては、工業用ポンプは減少しましたが、アグリ流通において動力噴霧機、ホーム

センター流通において保冷庫及び刈払機が増加した結果、国内売上高は5,525百万円（前年同四半期比9.2％増）と

なりました。また、海外におきましては、北米向けの工業用ポンプは減少しましたが、中南米及び欧州向けの刈払

機が増加したことなどにより、海外売上高は1,899百万円（前年同四半期比10.3％増）となり、当第１四半期連結

累計期間の売上高合計は7,424百万円（前年同四半期比9.5％増）となりました。

　利益面では、販売費及び一般管理費の増加などにより、営業損失は424百万円（前年同四半期は259百万円の損

失）、経常損失は283百万円（前年同四半期は251百万円の損失）となりました。親会社株主に帰属する四半期純損

失は177百万円（前年同四半期は189百万円の損失）となりました。

　セグメント別の経営成績は、次のとおりであります。

①　農林業用機械

　国内におきましては、アグリ流通において動力噴霧機、ホームセンター流通において保冷庫及び刈払機が増加

いたしました。海外におきましては、中南米及び欧州向けの刈払機が増加したことなどにより、国内外の農林業

用機械の売上高合計は5,513百万円（前年同四半期比19.7％増）、営業損失は284百万円（前年同四半期は203百

万円の損失）となりました。

②　工業用機械

　国内におきましては、工業用ポンプが減少いたしました。海外におきましても、北米向けの工業用ポンプが減

少した結果、国内外の工業用機械の売上高合計は1,232百万円（前年同四半期比17.3％減）、営業利益は188百万

円（前年同四半期比22.3％減）となりました。

③　その他の機械

　消防機械を主なものとする、その他の機械の売上高は631百万円（前年同四半期比1.1％減）、営業利益は73百

万円（前年同四半期比19.4％増）となりました。

④　不動産賃貸他

　不動産賃貸他の売上高は105百万円（前年同四半期比4.6％減）、営業利益は62百万円（前年同四半期比0.9％

減）となりました。

（２）当四半期の財政状態の概況

　当第１四半期連結会計期間末における資産総額は37,442百万円となり、前連結会計年度末より1,263百万円減少

いたしました。これは、商品及び製品の増加（1,666百万円）はありましたが、受取手形、売掛金及び契約資産の

減少（1,426百万円）及び電子記録債権の減少（1,432百万円）などによるものであります。

　負債総額は17,876百万円となり、前連結会計年度末より999百万円減少いたしました。これは、支払手形及び買

掛金の増加（387百万円）及び長期借入金の増加（464百万円）はありましたが、短期借入金の減少（549百万

円）、賞与引当金の減少（345百万円）及び流動負債その他に含まれる未払金の減少（604百万円）などによるもの

であります。

　純資産総額は19,566百万円となり、前連結会計年度末より264百万円減少いたしました。これは、その他有価証
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券評価差額金の増加（185百万円）はありましたが、親会社株主に帰属する四半期純損失の計上及び配当金の支払

いなどによる利益剰余金の減少（487百万円）などによるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　今後の事業環境及び、現状の課題に対して、10月より実施しているトータルコストダウンの効果、３月から予定

している工業用機械及び４月から予定している農林業用機械の値上げの効果など、利益対策の成果を見極めていく

必要があるため、前回予想（2024年11月14日）を修正いたしませんが、見直しが必要であると判断した時点で速や

かに開示いたします。
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 4,778 4,362

受取手形、売掛金及び契約資産 4,775 3,348

電子記録債権 3,094 1,662

有価証券 51 51

商品及び製品 6,184 7,851

仕掛品 449 578

原材料及び貯蔵品 2,705 2,909

その他 1,393 1,119

貸倒引当金 △5 △5

流動資産合計 23,426 21,878

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 4,266 4,270

土地 2,747 2,756

その他（純額） 3,149 3,146

有形固定資産合計 10,162 10,174

無形固定資産 63 68

投資その他の資産

投資有価証券 3,887 4,156

退職給付に係る資産 948 946

その他 245 236

貸倒引当金 △27 △17

投資その他の資産合計 5,054 5,321

固定資産合計 15,280 15,563

資産合計 38,706 37,442

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2024年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,924 2,311

電子記録債務 4,294 4,489

短期借入金 5,881 5,331

１年内償還予定の社債 10 10

未払法人税等 179 98

契約負債 322 47

賞与引当金 610 265

製品保証引当金 74 83

株主優待引当金 15 －

その他 2,721 1,960

流動負債合計 16,033 14,596

固定負債

社債 20 15

長期借入金 1,352 1,817

退職給付に係る負債 9 9

資産除去債務 187 187

その他 1,273 1,250

固定負債合計 2,842 3,280

負債合計 18,876 17,876

純資産の部

株主資本

資本金 4,651 4,651

資本剰余金 4,502 4,506

利益剰余金 9,235 8,748

自己株式 △1,621 △1,721

株主資本合計 16,767 16,183

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,780 1,966

為替換算調整勘定 319 460

退職給付に係る調整累計額 804 789

その他の包括利益累計額合計 2,904 3,216

非支配株主持分 158 165

純資産合計 19,830 19,566

負債純資産合計 38,706 37,442
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2023年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年10月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 6,781 7,424

売上原価 4,913 5,540

売上総利益 1,867 1,883

販売費及び一般管理費 2,126 2,308

営業損失（△） △259 △424

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 31 38

為替差益 － 124

その他 14 30

営業外収益合計 46 193

営業外費用

支払利息 6 16

為替差損 15 －

賃貸費用 － 12

その他 17 23

営業外費用合計 39 52

経常損失（△） △251 △283

特別利益

固定資産売却益 0 －

特別利益合計 0 －

特別損失

固定資産処分損 2 0

特別損失合計 2 0

税金等調整前四半期純損失（△） △253 △283

法人税等 △74 △112

四半期純損失（△） △179 △170

非支配株主に帰属する四半期純利益 10 6

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △189 △177

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自　2023年10月１日
　至　2023年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　2024年10月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純損失（△） △179 △170

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 25 185

為替換算調整勘定 △84 141

退職給付に係る調整額 △9 △14

その他の包括利益合計 △68 312

四半期包括利益 △247 141

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △258 134

非支配株主に係る四半期包括利益 11 7

（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　また、見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率を

使用しております。

（会計方針の変更）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

　「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号 2022年10月28日。以下「2022年改

正会計基準」という。）等を当第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。

　法人税等の計上区分（その他の包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20－

３項ただし書きに定める経過的な取扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針

第28号 2022年10月28日。以下「2022年改正適用指針」という。）第65－２項(2)ただし書きに定める経過的な取

扱いに従っております。なお、当該会計方針の変更による四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表

における取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を当第１四半期連結会計期間の期首か

ら適用しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適

用後の四半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、当該会計方針の変更による前年四半期の

四半期連結財務諸表及び前連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

前第１四半期連結累計期間
（自　2023年10月１日

至　2023年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2024年10月１日

至　2024年12月31日）

減価償却費 226百万円 260百万円

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

農林業用
機械

工業用
機械

その他の
機械

不動産
賃貸他

計

売上高

一時点で移転される財又は

サービス
4,606 1,491 637 2 6,738 － 6,738

一定期間にわたり移転される

財又はサービス
－ － － － － － －

顧客との契約から生じる収益 4,606 1,491 637 2 6,738 － 6,738

その他の収益 － － － 43 43 － 43

外部顧客への売上高 4,606 1,491 637 46 6,781 － 6,781

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 64 64 △64 －

計 4,606 1,491 637 110 6,846 △64 6,781

セグメント利益又は損失（△） △203 242 61 63 163 △422 △259

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2023年10月１日　至　2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用等でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
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（単位：百万円）

報告セグメント
調整額
（注）１

四半期連結
損益計算書

計上額
（注）２

農林業用
機械

工業用
機械

その他の
機械

不動産
賃貸他

計

売上高

一時点で移転される財又は

サービス
5,513 1,232 631 3 7,380 － 7,380

一定期間にわたり移転される

財又はサービス
－ － － － － － －

顧客との契約から生じる収益 5,513 1,232 631 3 7,380 － 7,380

その他の収益 － － － 43 43 － 43

外部顧客への売上高 5,513 1,232 631 46 7,424 － 7,424

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － － 58 58 △58 －

計 5,513 1,232 631 105 7,482 △58 7,424

セグメント利益又は損失（△） △284 188 73 62 40 △464 △424

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2024年10月１日　至　2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１　セグメント利益又は損失（△）の調整額は、各報告セグメントに配分していない全社費用等でありま

す。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２　セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業損失（△）と調整を行っております。
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